
桑名市立小・中・義務教育学校教育職員に関する業務量管理・健康確保指置実施計画の策定について

令和7年6月、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法一部改正の成立に基づき、服務を監督する教育委員会は、

文部科学大臣が定める指針に即して「業務量管理・健康確保措置実施計画」を定めることとされたことを受け、策定。

量の課題（極端な偏在）

平均時間の減少

中学校（部活動・生徒指導）への集中、

特定の学校への偏重。

全体の平均は抑制されているが、一部の教員に

極端な業務集中が発生している。

月80時間超えの偏在

質の課題（心理的負担）

1

メンタルヘルス不調による休職者率 1.07【R６年度】

（県平均0.74%を大きく上回る）

保護者対応などの困難事案（個人の裁量でコントロールで

きない業務）が心理的負担を増大させている。

計画の基本方針: 「業務量の適切な管理（量の管理）」
　　　　 　　　　　　　　　　　　「心身の健康確保、働きがいの維持・向上（質の向上）」
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月80時間超: 延べ70人【R6年度】
仕事のやりがい満足度 4.03【R７年度】

（県平均3.88を上回る）

やりがい

心理的負担
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現場からの報告・情報交換

第1回推進委員会 報告
令和8年6月26日開催・業務量管理に関する現状認識と情報交換

現状認識 メンタル休暇が目立つ現状。特定の教員への負荷偏在は継続。 市教委のアクション

中学校でのデジタル採点で明確な成果。

テトル・ダイレクトの活用推進。

外部人材の需要

ICT支援員、SC、SSW、SSSの配置は進んで

おり、現場からのさらなる拡充要望が強い。

教員からの業務移行が難しく、専門的な調査

等は依然として教員が負担。

学校プールや体育館等の施設・設備の管

理の負担

授業以外の日常点検が大きな負担。

リスク管理の壁

給食・清掃指導の外部人材活用は、リ

スク管理の観点から難しい。

問題が複雑化・深刻化するケースの対応が

難しく、教員の心理的負加が限界に。

専門家サポートの急務

SNSトラブルや困難事案に対し、スクー

ルロイヤーなどの専門的介入需要が極め

て高い。

生成AI活用ガイドライン作成 ICT支援員の活用推進

リタリコ教育ソフト導入 管理職期首面談の実施

【前進・需要増】

ICT活用の定着 事務職員の参画難航 複雑化する事案

11 【停滞・構造的課題】 【深刻化の懸念】

DX化（ICT・デジタル採点）と外部人材（SC/SSW）の導入は軌道に乗りつつあるが、「複雑な対人関係業務」や「教員と事務の境界業務」の切

り離しが最大のボトルネックとなっている。

２




